＜資料２＞　　　　　　　　　いじめ防止対策の年間計画　
	月
	担　　当
	取　　組　　内　　容

	４
	全職員
全職員

生徒指導主事
	・いじめ防止等の基本方針に関する共通理解
（情報共有・生活のルール・報連相の確認）
・生徒理解研修

・関係機関担当者の把握

	５
	いじめ防止対策委員会①
	・いじめ防止等基本方針及び生活アンケート内容の検討、修正

	６
	学年
担任
学年部会・担任

全職員
	・学年指導　・北上中生の一日と生徒心得の共通理解
・HyperQ-Uの実施
・生徒理解資料作成

・生活アンケート　・教育相談

	７
	いじめ防止対策委員会②

全校
全職員
	・教育相談及び生活アンケートを受けて、アンケート内容の見直し

・学級集団づくり（人間関係づくりプログラム）
・三者（保護者）面談・教育相談

	８
	全職員
	・生徒理解研修「いじめへの対応や体制づくり」
・HyperQ-U研修

	９
	生徒指導部・学年部
いじめ防止対策委員会③
全校・全職員
	・三島市「取組についてのチェックポイント」の確認
・一学期の取組の反省と今後の方針
・合唱の歌い合い活動による助け合い活動推進（いじめ対策強化月間）

	10
	生徒指導部

担任

全職員
担任
全校
	・合唱コンクール：学級集団づくり（人間関係づくり）
・一学期の振り返りアンケート実施

・三者（保護者）面談・教育相談

・生活アンケート
・HyperQ-Uの実施

	11
	全職員
いじめ防止対策委員会④
全職員・全校
	・教育相談
・冬季休業前までの取組の反省と課題の設定
・オープン参観で生徒の実態や教育環境を公開

	12
	全職員
	・三者（保護者）面談・教育相談

	１
	全職員

教務主任
	・職員研修会「冬休み後の情報交換会」

・学校評価

	２
	いじめ防止対策委員会⑤
担任
全職員
	・今年度の取組の反省と次年度への検討と修正
・生活アンケート
・教育相談

	３
	担任・学年
担任・学年
	・次年度への引き継ぎ
・学級編成において、人間関係を重視し、複数のチェックを重ねていく。

	定
期
的
な
取
組


	・年間を通して週１回の情報交換会（生徒指導）、及び随時情報交換会（教育相談）を行っている。

生徒指導関係（週１回）：管理職、各学年の生徒指導担当、養護教諭、SC、SSW
教育相談関係（随時）：管理職、学年主任、養護教諭、SCを時間割上でも確保し、継続した情報　共有・共通理解を図っている。

※情報を共有するため、電子媒体で、全職員が閲覧できるようにしている。
・「生活アンケート、HyperQ-Uの実施→教育相談→いじめ防止対策委員会」のシステム確立
・道徳教育の充実（学級担任だけでなく、学年全体で年間計画に沿って授業を行う）
・年間計画に沿った人間関係づくりプログラムの実施
・自己有用感を高める学級づくり（今日のMVP、心の花束等の実施）

・生徒の１日・１週間の振り返りや学校生活向上のための試み（学級・生徒会活動）

・職員会議での児童生徒についての情報交換

・月例報告（問題行動・不登校・いじめ）
・各学級・学年で、予定帳の日記(一言ダイアリー)指導、振り返り(気づき・思い・感じ)を継続。
・毎朝の生徒と教職員が協力した挨拶運動とPTAによる定期的なあいさつ運動。
※スズキ校務を活用して、全職員で、生徒の「日々の様子」で気になることだけでなく、良いあらわれも含めて、記録を残し生徒理解を行うことを継続している。


　
